
 

東
町
の
人 

民
族
音
楽
に
魅
せ
ら
れ
て 

ト
ゥ
バ
音
楽
演
奏
家 

喉
歌
歌
手 

 

寺
田 

亮
平
さ
ん 

 

「 

ト
ゥ
バ
共
和
国
」は
、
ロ
シ
ア
連
邦
に
属
す
る
人

口

30
万
人
、
面
積
は
北
海
道
２
つ
分
ほ
ど
の
、
シ

ベ
リ
ア
南
部
の
モ
ン
ゴ
ル
に
隣
接
す
る
遊
牧
騎
馬
民

族
の
共
和
国
で
す
。
ロ
シ
ア
の
右
半
分
は
ア
ジ
ア
で

も
先
住
民
が
多
く
、
シ
ベ
リ
ア
は
開
拓
地
で
世
界

最
大
の
多
民
族
国
家
で
あ
る
こ
と
を
、
私
た
ち
の

何
割
が
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
よ
り
近
い
中
央
ア
ジ
ア
の
国
々
の
文
化
や
言

語
は
、
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
ト
ゥ
バ
音
楽
に
出
会
い
、
そ
の
世
界
を
日
本

人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
演
奏
活
動
を
し
て
い

る
人
が
い
ま
し
た
。 

 

九
浦
の
部
屋
が
予
約
な
し
の
夜
、
当
日
利
用
で

楽
器
を
練
習
す
る
常
連
さ
ん
が
い
ま
す
。
楽
器
の

音
の
ほ
か
、
不
思
議
な
音
…
実
は
声
な
の
で
す
が

響
い
て
き
ま
す
。
こ
れ
が
寺
田
さ
ん
で
し
た
。 

「 

長
崎
で
生
ま
れ
育
ち
、
大
学
進
学
で
東
京
に
来

ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
音
楽
が
好
き
で
、
中

学
・高
校
と
バ
ン
ド
を
組
ん
で
、
ギ
タ
ー
や
ボ
ー
カ

ル
を
。
当
時
は
ポ
ッ
プ
ス
や
ロ
ッ
ク
で
し
た
が
、
十
代

の
終
わ
り
か
ら
民
族
音
楽
に
惹
か
れ
、
夏
休
み
を

利
用
し
て
沖
縄
に
二
月
程
滞
在
し
て
三
線
（さ
ん

し
ん
）を
習
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、CD

で
ト
ゥ
バ
の

曲
に
出
会
っ
て
「  

こ
れ
は
何
だ
！
」 

 

「 

ト
ゥ
バ
の
演
奏
家
が
来
日
す
る
と
聴
き
に
い
っ

た
り
、
ず
っ
と
ト
ゥ
バ
音
楽
の
フ
ァ
ン
で
し
た
し
練

習
も
し
て
ま
し
た
が
、
日
本
に
は
楽
器
も
少
な

く
、
ま
し
て
喉
歌
の
発
声
方
法
も
分
か
ら
な
い
」 

「 

広
告
、
印
刷
関
係
の
会
社
に
勤
め
な
が
ら
音
楽

活
動
も
続
け
て
い
る
う
ち
に
、
日
本
人
の
研
究

者
と
知
り
合
え
て
情
報
を
得
ら
れ
、
来
日
し
た

演
奏
者
か
ら
は
楽
器
を
譲
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
嬉

し
か
っ
た
で
す
」 

 

寺
田
さ
ん
は
30
歳
に
な
っ
た
頃
会
社
を
辞
め
、

ト
ゥ
バ
に
行
き
ま
す
が
、
当
時
ト
ゥ
バ
語
の
教
材
は

日
本
に
は
少
な
く
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
文
法
書
を
仕

入
れ
、
行
く
前
に
ま
ず
言
葉
の
勉
強
を
１
年
。
そ

の
時
の
ノ
ー
ト
が
10
冊
以
上
。
そ
れ
以
後
毎
年

夏
の
三
ヶ
月
は
ト
ゥ
バ
（首
都
ク
ズ
ル
）、
残
り
は
日

本
と
い
う
生
活
。
始
め
の
３
年
間
は
語
学
習
得
に

専
念
、
３
～
４
年
経
っ
て
や
っ
と
日
常
会
話
はO

K

に
な
っ
た
も
の
の
、
公
用
語
は
ロ
シ
ア
語
の
た
め
、
ロ

シ
ア
語
も
平
行
し
て
勉
強
。
ト
ゥ
バ
音
楽
は
歌
詞

が
大
事
な
の
で
、
古
語
も
含
め
言
葉
に
つ
い
て
は
ま

だ
苦
労
が
続
い
て
い
る
そ
う
で
す
。 

「 

六
、
七
、
八
月
は
ト
ゥ
バ
で
プ
ロ
に
師
事
し
て
演

奏
と
語
学
を
修
業
し
、
日
本
で
は
演
奏
活
動
と
シ

ベ
リ
ア
の
少
数
民
族
、
遊
牧
民
の
音
楽
を
少
し
で

も
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
の
で
、
中
央
ア
ジ

ア
の
演
奏
家
と
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
企
画
運
営
し
、
月

二
、
三
回
の
演
奏
会
を
行
っ
て
い
ま
す
」 

「 

30
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
、
よ
り
人
生
が
楽
し
く
な

り
ま
し
た
。
勉
強
す
れ
ば
す
る
程
、
ど
ん
ど
ん
面
白

く
な
っ
た
。
ト
ゥ
バ
な
ん
て
日
本
で
は
接
す
る
機
会
が

少
な
い
の
に
、
出
会
え
た
こ
と
が
不
思
議
で
す
ね
」 

「 

東
町
に
住
ん
で
15
〜

16
年
に
な
り
ま
す
。
も

と
も
と
ラ
イ
ブ
会
場
や
レ
コ
ー
ド
屋
さ
ん
が
多

く
、
度
々
来
て
い
た
。
交
通
の
便
も
良
く
、
ほ
と
ん

ど
の
物
は
そ
ろ
っ
て
い
て
賑
や
か
な
の
に
、
都
心
程

ス
ト
レ
ス
は
感
じ
な
い
し
、
善
福
寺
公
園
は
ほ
っ
と

で
き
る
場
所
だ
し
、
九
浦
の
家
も
よ
く
利
用
さ
せ

て
も
ら
い
助
か
っ
て
い
ま
す
」 

 

人
生
が
楽
し
く
な
る
な
ん
て
、
も
っ
と
お
聞
き
し

た
い
で
す
ね
。  

  

楽
器
演
奏
と
喉
歌
を
聴
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

喉
歌
は
少
数
民
族
の
、
古
く
か
ら
口
承
と
し
て
伝

わ
る
も
の
。
風
の
音
や
自
然
が
感
じ
ら
れ
る
懐
か

し
い
様
な
不
思
議
な
音
色
で
し
た
。 

（駒
井
） 

 

喉
歌
（
ホ
ー
ミ
ー
、
ホ
ー
メ
イ
）
は
唄
う
時
同
時
に
二
つ

の
音
を
出
す
発
声
法
。
擦
弦
楽
器
の
「 

イ
ギ
ル
」と
撥
弦
楽

器
「 

ド
シ
プ
ル
ー
ル
」（写
真
）が
よ
く
使
わ
れ
る
。 

 

お
詫
び
と
訂
正 

117

号
島
野
さ
ん
の
記
事
、
一

段
目
６
行
の
二
年
は
、
三
年
か
ら
で
し
た
。
ま
た
、

収
容
所
は
独
立
し
た
島
だ
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
年
も
九
浦
の
家
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
引
き
続

き
地
域
課
題
に
も
取
り
組
み
ま
す
。 
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◆
新
春
餅
つ
き
大
会
と
大
型
百
人
一
首 

  

一
月

21
日
（
日
） 

11
～

13
時 

 

◆
コ
ミ
セ
ン
親
子
ひ
ろ
ば
一
月

12
日

10
時
～ 

 

◆
吉
祥
寺
東
落
語
会
一
月

23
日
（火
）
14
時
～ 

 
 

 

春
風
亭
三
朝 

要
申
込 

木
戸
銭
５
百
円 

 

◆
一
月
つ
ど
い 

28
日
（日
）
10
時
～ 

  

「 

小
・
中
一
貫
教
育
検
討
委
員
会 

検
討
状 

 
 

況
に
関
す
る
意
見
交
換
会
」 

教
育
委
員
会 

 

◆
一
月

28
日
（
日
）
14
時
～
本
宿
コ
ミ
セ
ン 

 

「 

地
域
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
」 

 
 

 
 

 
 

 

東
部
防
災
会
・本
宿
コ
ミ
セ
ン
共
催 

 

◆
フ
レ
イ
ル
（
高
齢
化
に
よ
る
虚
弱
）
予
防  

 
 

 
 

  

お
話
と
実
技  

山
形
哲
行
理
学
療
法
士 

 
 

 

一
月

21
日
（
日
）
14
～

16
時 

本
宿
コ
ミ
セ
ン  

 
 

 
 

 
 

 
 

東
部
福
祉
の
会
・ゆ
と
り
え
共
催 

 

◆
二
月
３
日
（土
）
14
時
～
ア
ジ
ア
を
知
ろ
う
タ
イ
３ 

 
 

「 

も
っ
と
聞
き
た
い
タ
イ
の
話
」 

 
 

 
    

お
話 

旅
行
作
家 

下
川
裕
治
さ
ん 

 

◆
滋
賀
県
を
知
ろ
う
二
月
４
日
（日
） 

13
時
～ 

 
 

 
 

九
浦
の
家 

 
 

 
 

東
部
福
祉
の
会
主
催 

 

◆
二
月
つ
ど
い 

22
日
（木
）
19
時
～  

 

「 

外
環
問
題
の
今
。
本
線
・
地
上
部
街
路
」  

 
 

 ◆
三
月
つ
ど
い 

22
日
（木
）
19
時
～ 

 
  

 

 

「 

平
井
医
院
跡
地
は
ど
う
な
る
か
」 

 

三
月
３
～

11
日
館
内
改
修
の
た
め
休
館
で
す 

予告 

                  代表 青木一郎 

楽
器
は
ド
シ
プ
ル
ー
ル 



街づくりができるのは、そこで生活する私たちです。

積
み
上
が
る
三
中
生
の
体
験 

十
二
月

16
日
（土
）、
三
中
生
が
今
年
も
防
災

訓
練
。
市
の
初
動
要
員
ほ

か
、
防
災
推
進
員
、
本
署
の

消
防
車
と
第
２
分
団
の
消

防
車
も
待
機
。
防
災
会
、
分

団
員
、
防
災
推
進
員
が
指

導
に
あ
た
り
、
校
庭
で
、
全

員
軍
手
を
も
ら
っ
て
、
炊
き

出
し
、
非
常
用
ト
イ
レ
組
立

て
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、
消
火

訓
練
を
体
験
。
α
米
が
で

き
る
ま
で
の
待
ち
時
間
に

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
（も
や
い
結

び
・巻
き
結
び
・本
結
び
）と

消
火
訓
練
を
体
験
。 

ト
イ
レ
の
組
立
て
は
、
誰
も

「
取
り
説
」は
手
に
せ
ず
、

そ
れ
で
も
見
本
が
あ
れ
ば

組
み
立
て
て
し
ま
う
、
ま
ず

や
っ
て
み
る
世
代
で
す
ね
。 

 

ガ
ス
は
外
で
点
火
し
て
か
ら

コ
ン
ロ
に
押
し
込
む
な
ど
、

や
っ
て
み
て
な
る
ほ
ど
と
い

う
事
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま

す
。
消
火
器
は
、
実
際
の
ガ

ス
の
炎
を
消
す
た
め
効
果
が

実
感
で
き
た
様
子
で
し
た
。 

  

こ
の
中
学
生
の
防
災
訓
練

体
験
は
今
年
で
三
年
目
に

な
り
ま
す
が
、
一
年
生
が

加
わ
る
こ
と
で
体
験
者
が
確
実
に
毎
年
増
え
、
ま

た
重
ね
て
体
験
す
る
生
徒
が
い
て
、
積
み
上
げ
効

果
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
河
合
校
長
は
じ
め
先
生

方
も
多
数
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
ユ
ニ
ホ
ー
ム
姿
の

女
子
野
球
部
員
が
い
る
の
も
、
そ
う
い
う
時
代
に

な
っ
た
と
新
鮮
で
し
た
。 

武
蔵
野
市
の
下
水
道
は
昭
和

27
年
着
手
、 

40
年
代
に
集
中
的
に
整
備
さ
れ
た
の
で
、

多
く
が

50
年
耐
用
年
数
を
超
え
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
延
命
計
画
が
平
成

24
年
度

に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
下
水
道
長
寿
命
化

計
画
で
す
。 

市
内
の
70
％
の
下
水
を
引
き
受
け
、
落
合

水
再
生
セ
ン
タ
ー
に
送
る
「 

女
子
大
幹
線
」

は
、3m

30

超
の
大
口
径
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー

ト
。
調
査
の
結
果
、
改
築
必
要
度
が
重
度

だ
っ
た
の
で
、
25
年
度
か
ら
延
命
工
事
に
か

か
り
、
善
福
寺
川
ま
で
の
杉
並
区
の
部
分
は

28
年
度
ま
で
に
終
了
、
今
、
女
子
大
通
り

の
三
中
北
辺
り
を
工
事
し
て
い
ま
す
。 

自
走
製
管
機
を
管
路
内
に
設
置
し
、
地
上

の
ド
ラ
ム
か
ら
連
続
的
に
硬
質
塩
化
ビ
ニ

ル
製
の
帯
状
材
料
を
製
管
機
に
送
り
込

み
、
管
壁
に
添
い
螺
旋
状
に
巻
き
付
け
接

合
し
て
い
くSP
R

工
法
で
す
。
下
水
は
流
し

た
ま
ま
工
事
で
き
、
数
十
年
延
命
で
き
る

そ
う
で
す
。
（左
写
真
と
上
の
図

）

 

美
大
通
り
の
保
育
園 

三
丁
目
美
大
通
り
に
マ
ミ
ー
保
育
園
建

設
中
。
夕
方
の
交
通
量
は
凄
い
が
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
は
あ
り
ま
す
。
近
隣
と
の
話
し
合
い
を

重
ね
、
玄
関
（登
園
や
自
転
車
を
降
り
る
場
所
）

を
、
東
か
ら
北
に
変
更
。
園
庭
が
あ
ま
り
取
れ
な

い
た
め
、
外
遊
び
は
本
田
北
公
園
と
宮
本
小
路
公

園
を
使
う
そ
う
で
す
が
、
公
園
ま
で
の
経
路
な
ど
、

市
は
も
っ
と
丁
寧
に
情
報
提
供
す
べ
き
で
す
。 

七
月

24
日
本
町
コ
ミ
セ
ン
で
の
説
明
会
以
降

も
、
近
隣
と
の
設
計
を
め
ぐ
る
交
渉
は
あ
っ
た
よ

う
で
す
が
、
聞
く
機
会
が
な
か
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
と
し
て
も
関
心
事
の
運
営
方
針
、
事
業

計
画
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
、
一
月

13
日
、
運
営

計
画
説
明
会
（本
宿
コ
ミ
）が
予
定
さ
れ
ま
し
た
。 

◎
外
環
地
上
部
街
路
話
し
合
い
の
会
中
間
ま
と

め
作
業
部
会
は
、
年
度
末
ま
で
追
込
み
作
業
中

で
す
。 

 

東
町
事
故
・事
件

十
月
以
降

▼
十
月

20
日

14
時
ご
ろ
吉
祥
寺
通
り
東
急
前

で
８
名
怪
我
の
事
故

▼
十
月
初
め
三
中
通
り
で
自
転
車
の
痴
漢
。 

▼
十
一
月
下
旬
警
察
を
騙
る
男
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
３
枚
渡
し
て
し
ま
っ
た
。
店
舗
の
カ
ー
ド
関

係
の
被
害
増
え
て
い
る
。 

▼
公
園
で
自
転
車
の
サ
ド
ル
が
、
街
中
で
は
家
の

前
の
植
木
鉢
が
盗
ま
れ
る
。

▼
東
町
で
火
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

◎
十
二
月
１
日
ア
ル
テ
で
の

市
の
小
学
校
連
合
音
楽
会

で
、
四
小
は
五
年
生
が
迫
力

の
和
太
鼓
演
奏
を
披
露
。 

 
 

 

◎
宮
本
小
路
公
園
東
の
道

に
、
パ
ン
屋
「リ
ー
ル 

オ
パ
ン
」

十
二
月
開
店
。
可
愛
い
お
店

で
す
。 

◎
十
二
月

11
日
、
旧
平
井

医
院
建
物
は
２
日
で
消
え
、

後
に
大
き
な
空
地
出
現
。 

◎

17
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
宮
本
小
路
公
園
の
花
植

え
。
水
仙
も
咲
き
ま
し
た
。 

◎
建
築
中
の
吉
祥
寺
通
り
神
谷
医
院
跡
地
ビ
ル
、

一
月
末
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
が
来
る
そ
う
で
す
。 

◎
吉
祥
寺
プ
ラ
ザ
奥
の
中
島
医
院
、
一
月
に
本
町

二
丁
目
西
三
条
通
りN

T
T

ビ
ル
向
か
い
に
移
転
。 

◎
十
二
月
第
２
週
、
東
町
二
丁
目
変
電
所
北
の

三
教
弓
道
場
の
的
場
の
建
て
屋
が
撤
去
さ
れ
る
。 

◎
九
月
末
開
店
の
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン
。
人
の
流
れ
が

五
日
市
街
道
ま
で
の
び
る
。 

◎
末
日
聖
徒
基
督
教
会
前
の
美
容
院
「パ
ピ
プ
ペ

ポ
」十
月
末
閉
店
。 

◎
「旅
人
食
堂
」十
二
月

30

日
閉
店
。 

◎
二
丁
目
十
一
小
路
の
下
水

本
管
工
事
と
舗
装
十
二
月

末
で
や
っ
と
完
了
し
ま
し
た
。 

◎
大
晦
日
深
夜
雪
舞
う
。 

宮本小路のOさん宅を訪ねる→ 
４地区の子どもたち。

 下水本管延命工事 
  ３月２０まで 

武蔵野市下水道長寿命化計画 

訃
報

九
浦
の
家
誕
生
前
か
ら
、
故
和
真
人
氏
と
と
も

に
、
組
織
化
か
ら
館
の
設
計
ま
で
担
わ
れ
、
代
表

も
務
め
ら
れ
た
山
口
智
章
さ
ん
が
、
十
一
月
初
め

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
運
営
に
携
わ
っ
て
40
年
、
何

時
も
穏
や
か
な
常
識
人
で
、
貴
重
な
ま
と
め
役
で

し
た
。
４
０
周
年
記
念
日
を
前
に
残
念
で
す
。 

合
掌

左
端
の
写
真
は
、
地
下
２
階
体
育
館
南
の
倉
庫
か
ら
、
組
み
立

て
る
ト
イ
レ
の
箱
を
運
び
上
げ
る
。
こ
れ
が
何
よ
り
大
変
。 

←
幅
は
意
外
に
狭
く
12
㎝
程
の
ベ
ル
ト 

→
大
す
ご
ろ
く
で
作
る
も
の
が
決
ま
る
。 

→
新
聞
紙
と
ポ
リ
袋
で
作
っ
た
食
器
を
ヘ
ル 

メ
ッ
ト
に
し
、
ト
イ
レ
を
組
み
立
て
る
少
年

月～金の１８時まで片道交通で工事 



街づくりができるのは、そこで生活  する私たちです。

防
災
意
識
の
変
化
と
多
様
性 

東
部
防
災
会
会
長

川
島

好
勝

東
部
防
災
会
は
、
平
成

24
年
に
発
足
し
て
か
ら

早
や
５
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
当
初
の
目
的
は
、
市

内
小
中
学
校
に
避
難
所
を
開
設
す
る
事
で
し
た

が
、
訓
練
を
重
ね
、
防
災
知
識
を
習
得
す
れ
ば
す

る
程
、
単
体
で
運
営
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る

こ
と
を
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
防
災
会
で
は
年
々
様
々
な
取
り
組
み

を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
一
昨
年
度
よ

り
地
域
の
住
民
と
一
緒
に
町
を
歩
き
、
危
険
な

箇
所
や
非
常
時
に
役
立
つ
物
が
何
処
に
あ
る
の

か
等
を
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
防
災
マ
ッ
プ
作
り
を

し
て
い
ま
す
。
（本
年
度
も
進
行
中
：二
月

24
日

は
東
町
三
丁
目
の
南
側
）

又
、
第
三
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
の
自
主
的
な
防

災
訓
練
に
は
積
極
的
に
応
援
し
て
お
り
、
子
ど
も

た
ち
に
防
災
ノ
ウ
ハ
ウ
を
経
験
し
て
貰
う
こ
と

が
、
い
ざ
と
い
う
時
に
本
領
発
揮
に
つ
な
が
る
と

期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。 

十
二
月
の
三
中
生
防
災
訓
練
（左
頁
参
照
）は
今

年
で
３
回
目
と
な
り
、
参
加
生
徒
数

76
名
、
関

係
者
を
含
め
る
と

110
名
の
体
験
訓
練
で
、
消
防

署
指
導
に
よ
る
模
擬
火
災
の
消
火
訓
練
、
消
防

団
指
導
の
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、
初
動
要
員
指
導
に
よ

る
ト
イ
レ
の
組
立
、
防
災
会
指
導
の
炊
き
出
し
訓

練
な
ど
全
員
が
時
間
を
持
て
余
す
暇
も
な
い
有

意
義
な
内
容
で
し
た
。 

  

地
域
住
民
と
同
じ
方
向
を
視
野
に
入
れ
て
事
業
を

興
す
。
そ
の
上
で
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
が
、
武

蔵
野
市
主
催
の
総
合
防
災
訓
練
と
青
少
協
本
宿
地

区
・本
宿 

Ｐ
Ｔ
Ａ
共
催
の
フ
レ
ン
ド
パ
ー
ク
で
す
。 

本
年
度
本
宿
小
を
会
場
と
し
た
総
合
防
災
訓

練
で
は
、
避
難
所
開
設
に
あ
た
っ
て
の
様
々
な
対

応
を
い
か
に
適
切
に
指
示
が
出
せ
る
か
、
と
い
う

と
こ
ろ
を
リ
ア
ル
に
体
験
し
た
か
っ
た
の

で
す
が
、
生
憎
の
天
候
で
体
育
館
内
と
校
舎
内
の

一
部
を
利
用
し
、
受
付
訓
練
の
み
雨
中
で
行
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
そ
れ
で
検
討
課
題
も
見
つ
か
り
ま

し
た
。 

フ
レ
ン
ド
パ
ー
ク
に
協
力
団
体
と
し
て
参
加
で
き

た
こ
と
、
関
係
団
体
の
皆
様
に
は
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
防
災
意
識
の
自
覚
が
薄
れ
る
中
、
常
日
頃

か
ら
目
を
通
さ
な
い
と
イ
ベ
ン
ト
の
時
に
「 

楽
し

み
な
が
ら
」が
で
き
な
い
よ
と
、
「 

東
京
防
災
」ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
の
存
在
を
意
識
付
け
、
競
技
化
し
て

防
災
の
啓
蒙
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
４
百
余
名
の

参
加
者
が
あ
り
、
内
容
に
関
し
て
は
今
後
の
課
題

も
あ
り
ま
す
が
、
有
意
義
に
で
き
た
の
で
は
と
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
継
続
し
て
防
災
運
動

会
の
よ
う
な
形
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

組
織
と
し
て
マ
ン
パ
ワ
ー
が
足
り
な
い
等
と
も
言

わ
れ
ま
す
が
、
防
災
会
の
考
え
方
は
、
防
災
知
識

を
向
上
さ
せ
、
誰
も
が
適
切
な
指
示
を
出
せ
る

人
に
な
る
「 

人
作
り
」で
す
。
か
つ
、
目
の
前
に
は

そ
の
手
助
け
を
し
て
く

だ
さ
る
方
が
数
十
人
い

や
数
百
人
も
い
る
。
組

織
は
地
域
で
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。 

体
験
し
て
わ
か
っ
た
雨
中
の
連
絡
票 

受
取
り
の
困
難 

十
月

29
日
９
時
発
災
の
想
定
の
本
宿
小
学
校

総
合
防
災
訓
練
に
、
東
部
福
祉
の
会
も
要
援
護

者
対
策
事
業
（安
否
確
認
）で
参
加
。
ひ
ど
い
雨
の

た
め
、
防
災
訓
練
は
体
育
館
に
集
約
し
ま
し
た

が
、
東
部
福
祉
の
会
は
、
要
援
護
者
の
安
否
確
認

の
幟
を
出
し
、
安
否
確
認
票
受
取
り
の
テ
ス
ト
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
程
度
の
雨
で
も
、
筆
記
用

ボ
ー
ド
も
報
告
用
紙
も
濡
れ
て
貼
り
付
き
、
屋

根
な
し
机
な
し
の
場
で
の
受
付
け
、
分
類
作
業
は

至
難
の
業
。
避
難
所
が
未
開
設
の
発
災
後
早
い
時

間
に
報
告
を
待
ち
受
け
る
た
め
、
雨
雪
に
ぬ
れ
ず

に
書
類
を
や
り
取
り
し
、
受
け
取
っ
た
報
告
を
整

理
し
、
安
否
確
認
済
み
と
未
確
認
分
を
分
け
、

市
へ
の
報
告
を
可
能
に
す
る
に
は
、
せ
め
て
二
人

は
濡
れ
な
い
で
す
む
工
夫
が
必
要
で
す
。  

 
 

   

雨
中
の
総
合
訓
練
に
は
視
力
障
碍
の
方
も
来
て
い

ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
も
今
後
の
検
討
課
題
で
す
。 

体
験
の
積
み
重
ね
が
い
つ
か
役
に
立
つ 

今
年
の
十
一
月

26
日
の
青
少
協
本
宿
地
区
・

P
T

A

共
催
「 

本
宿
地
区
フ
レ
ン
ド
パ
ー
ク
」は
、
上

の
記
事
の
よ
う
に
、
東
部
防
災
会
と
コ
ラ
ボ
し
て

「
東
京
防
災
す
ご
ろ
く
」を
体
育
館
で
展
開
。
新

聞
紙
、
段
ボ
ー
ル
、
牛
乳
パ
ッ
ク
、
ラ
ッ
プ
な
ど
身

近
な
材
料
を
使
っ
て
、
骨
折
応
急
手
当
、
足
保
護

用
履
物
、
避
難
所
間
仕
切
り
、
食
器
、
簡
易
ト
イ

レ
を
つ
く
る
６
課
題
を
双
六
ゲ
ー
ム
化
。
双
六
の

目
の
課
題
の
も
の
を
、
あ
る
材
料
を
使
っ
て
チ
ー
ム

で
作
る
。
子
ど
も

た
ち
は
十
分
理

解
し
て
、
十
分
使

え
る
も
の
が
で
き

ま
し
た
。
と
に
か

く
真
剣
。 

東
町
ニ
ュ
ー
ス

寒
く
な
っ
た
分
、
夜
空
に
は

堂
々
た
る
オ
リ
オ
ン
座

◎
十
一
月
初
め
、
安
養
寺
の
奈
良
長
谷
寺
由
来

の
牡
丹
、
消
防
署
の
改
築
完
了
で
、
元
の
参
道
に

戻
り
ま
し
た
。
ど
こ
か
で
保
護
さ
れ
て
こ
の
日
を

待
っ
て
い
た
。
（右
写
真
）

◎
十
月

27
・
28
日
三
中
く
ぬ
ぎ
祭
。
雨
模
様
で

し
た
が
、
力
の
こ
も
っ
た
二
・三
年
生
の
劇
は
体
育

館
い
っ
ぱ
い
の
来
場
者
を
惹
き
付
け
ま
し
た
。 

◎
十
月
21
日
ペ
ニ
ー
レ
ー
ン
に
コ
コ
マ
ル
映
画
館

◎
十
一
月
３
日
新
装
市
民
文
化
会
館
で
市
政

70
周
年
記
念
式
典
。
冒
頭
、
松
下
市
長
、
本
間

市
議
会
議
長
、
小
池
都
知
事
、
友
好
都
市
ル
ー

マ
ニ
ア
大
使
と
、
挨
拶
に
女

性
４
人
が
続
く
武
蔵
野
の
今

は
、
ち
ょ
っ
と
素
敵
。 

◎
十
一
月
17
・
18
日
本
宿

小
は
と
の
子
発
表
会
。
一
年

生
が
半
年
で
す
っ
か
り
一
人

前
に
成
長
で
す
。
一
年
生
の

数
が
増
え
た
の
が
舞
台
を
見

て
分
か
る
。
発
表
会
は
全
て

子
ど
も
の
成
長
を
確
認
で
き

る
貴
重
な
機
会
で
す
。
生
徒

数
増
（
350

を
越
え
る
）お
よ

び
、
各
学
年
の
熱
演
で
発
表

の
時
間
が
延
び
、
名
物
だ
っ
た

全
校
合
唱
は
今
年
か
ら
な
く

な
り
ま
し
た
。
四
年
・六
年
の

劇
の
驚
き
の
完
成
度
。 

◎
十
一
月

26

日
、
今
年
も

本
宿
地
区
青
少
協
の
、
何
か

あ
っ
た
ら
駆
け
込
め
る
「
子
供

を
守
る
家
」
訪
問
。
各
班
ご
と

５
軒
訪
問
し
、
挨
拶
し
て

シ
ー
ル
を
も
ら
う
。
（
写
真
）

 

一年生がこの人数になりました。 

安否確認の旗は門柱に縛り、雨中で確認票を受け取る。右
は建物安全確認後開設の避難所受付なので屋根の下。 

→
大
す
ご
ろ
く
で
作
る
も
の
が
決
ま
る
。 

→
新
聞
紙
と
ポ
リ
袋
で
作
っ
た
食
器
を
ヘ
ル 

メ
ッ
ト
に
し
、
ト
イ
レ
を
組
み
立
て
る
少
年
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▼

40
周
年
を
控
え
て
、
こ
こ
へ
き

て
九
浦
の
家
の
諸
設
備
が
相
次
い

で
悲
鳴
を
上
げ
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ル

と
児
童
室
の
エ
ア
コ
ン
が
壊
れ
、
や
っ 

 
 

 
 

 
 

バ
ス
研
修
は
修
復
終
え
た

バ
ス
研
修
は
修
復
終
え
た

バ
ス
研
修
は
修
復
終
え
た

 
 

 
 

陽
明
門 

陽
明
門 
見
ににに
日
光
へ

日
光
へ

日
光
へ 

問
い
合
わ
せ
頻
り
、
半
日
で
全
席
埋
ま
っ
た
十

一
月

22
日
九
浦
の
家
バ
ス
研
修
。
修
復
後
の
東

照
宮
を
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
に
合
わ
せ
て
ゆ
っ
く
り

見
学
。
曇
っ
て
い
た
の
が
徐
々
に
晴
れ
、
バ
ス
か
ら

山
並
み
が
は
っ
き
り
見
え
ま
し
た
。
穏
や
か
な
日

差
し
の
温
か
い
日
で
し
た
が
、
陽
明
門
の
わ
き
の

水
槽
に
は
、
結
構
厚
い
氷
が
張
っ
て
い
ま
し
た
。

「 

よ
い
夫
婦
の
日
」の
せ
い
か
婚
礼
も
み
ら
れ
ま
し

た
。
お
昼
の
湯
葉
御
膳
も
大
好
評
。
今
年
は
ご
夫

婦
の
参
加
者
が
多
数
で
し
た
。 

ア
ジ
ア
を
知
ろ
う
20
タ
イ
２ 

十
月

28
日
午
後

 
 
 
 

 

日
々
の
暮
ら
し
、
家
々
の
行
事

誕
生
か
ら
冠
婚
葬
祭
ま
で 

お
話

M
IA

会
員
黒
川
ラ
ッ
ダ
ワ
ー
ン
さ
ん

黒
川
さ
ん
は
タ
イ
の
、
イ
サ
ー
ン
と
い
う
ラ
オ
ス

に
日
帰
り
で
き
る
東
北
部
地
域
の
出

身
で
、
来
日

13
年
。
里
帰
り
の
機
会

に
た
く
さ
ん
写
真
を
撮
っ
て
き
て
く

れ
ま
し
た
。 

  94.6

％
が
仏
教
徒
。
新
築
祝
、
新

車
な
ど
に
も
験
を
担
ぎ
、
坊
さ
ん
に

魔
除
け
や
繁
栄
の
紋
を
書
い
て
も
ら

う
。
祝
い
事
は
奇
数
、
不
幸
は
偶

数
。
日
常
も
信
仰
厚
く
、
毎
日
托
鉢
僧
に
食
料

や
日
常
品
を
供
え
る
。
米
飯

飲
み
も
の
な
ど
、

賞
味
期
限
の
関
係
で
、
缶
ジ
ュ
ー
ス
や
菓
子
が
増

え
、
僧
は
も
ら
っ
た
ら
食
べ
ね
ば
な
ら
ず
、
糖
尿

病
が
心
配
さ
れ
る
と
か
。
結
婚
式
、
お
葬
式
と
も

独
特
の
雰
囲
気
の
よ
う
で
す
。
（
記
録
あ
り
ま
す

）

つ 

ど
い 

へ 

ど
う

ぞ

災
害
時
に
九
浦
の
家
が
で
き
る
こ
と
は
？

十
月

25
日
夜
の
話
し
合
い
で
は
、
災
害
時
に
、
コ

ミ
セ
ン
に
期
待
さ
れ
る
こ
と
と
出
来
る
こ
と
と
の

間
で
、
参
加
者
の
間
で
も
か
な
り
幅
が
あ
り
ま
し

た
。
話
し
合
い
を
繰
り
返
し
、
共
通
点
を
見
つ
け
、

災
害
時
に
ど
う
活
か
せ
る
か
、
考
え
ま
し
ょ
う
。 

武
蔵
野
の
空
襲
を
通
し
て
平
和
を
考
え
る

十
一
月

23
日
夜
の
「 

コ
ミ
セ
ン
平
和
の
つ
ど
い
」

で
、
牛
田
守
彦
法
政
高
校
教
諭
の
中
島
飛
行
機

を
巡
る
話
を
聞
く
。
細

部
ま
で
話
が
延
び
広

が
り
、
大
変
興
味
深
い

中
島
飛
行
機
製
作
所

と
武
蔵
野
市
の
空
襲

の
話
で
し
た
。 

中
島
に
対
す
る
爆
撃

は
９
回
だ
が
、
工
場
に

当
た
ら
な
い
か
ら
繰
り
返
さ
れ
、
周
辺
に
犠
牲
が

出
た
。
中
島
飛
行
機
製
作
所
は
、
重
慶
を
始
め
と

す
る
中
国
爆
撃
と
深
く
関
わ
る
の
で
は
な
い
か
。

今
オ
ス
プ
レ
イ
の
整
備
は
ス
バ
ル
（富
士
重
工
。
中

島
飛
行
機
の
後
身
）が
行
っ
て
い
る
ー
な
ど
の
情

報
も
。
長
崎
に
落
と
さ
れ
た
原
爆
パ
ン
プ
キ
ン
型

４
㌧
模
擬
爆
弾
が
落
ち
て
い
く
の
を
爆
撃
機
か
ら

撮
影
し
た
写
真
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
柳
沢
で

二
家
族
が
犠
牲
に
な
る
。
紹
介
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ

か
ら
の
新
資
料
の
映
像
の
鮮
明
さ
、
す
ご
さ
に
、

改
め
て
国
力
の
差
を
確
認
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

師
走
に
あ
た
っ
て
地
域
の
諸
問
題
を
話
し
合
お
う

十
二
月

21
日
つ
ど
い
で
、
今
年
一
年
の
東
町
関

係
の
問
題
と
し
て
列
挙
さ
れ
た
の
は
、
新
設
保
育

園
近
況
お
よ
び
撤
退
事
業
者
・平
井
医
院
跡
地
・

女
子
大
通
り
と
東
十
一
小
路
交
差
点
事
故
多

発
・五
日
市
街
道
植
え
込
み
手
入
れ
・生
活
道
路

へ
の
通
過
車
両
・女
子
大
通
り
拡
幅
と
下
水
道
改

修
・高
齢
化
に
伴
う
防
災
、
買
い
物
、
医
療
、
介

護
・地
域
防
災
計
画
の
具
体
案
・三
丁
目
農
地
・

小
中
一
貫
教
育
・外
環
地
上
部
街
路
な
ど
。
い
ず

れ
も
今
後
に
続
く
問
題
で
す
。 

市
民
団
体
で
は
初
見
学
と
秋
山
所
長 

十
二
月

12
日
、
消
防
署
吉
祥
寺
出
張
所
新
庁

舎
を
見
学
（ま
ち
企
画
）。
秋
山
出
張
所
長
が
案

内
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

完
璧
な
制
震
建
築
。
地

下
に
は
大
き
な
キ
ッ
チ

ン
と
食
堂
、
２
㌧
の
貯

水
槽
。
中
二
階
が
各
種

備
蓄
品
倉
庫
、
三
階
に

消
防
士
９
人
分
の
ベ
ッ

ド
。
女
性
消
防
士
用
の

洗
面
所
、
洗
濯
機
を
供

え
た
ベ
ッ
ド
の
あ
る
部

屋
が
一
階
に
あ
り
、
新

年
度
配
属
予
定
と
か
。

上
階
か
ら
ポ
ー
ル
で
降

り
る
天
井
穴
は
、
も
う
あ
り
ま
せ
ん
。
消
防
車
よ

り
救
急
出
動
（担
当
３
名
）が
圧
倒
的
に
多
い
そ

う
で
す
。
一
階
受
付
奥
が
肝
心
の
司
令
塔
。
こ
の

日
は
２
台
の
消
防
車
が
訓
練
で
出
て
い
る
の
で
、

武
蔵
境
の
車
が
回
さ
れ
て
待
機
し
て
い
ま
し
た
。

武
蔵
野
の
消
防
分
団
は
と
て
も
よ
く
や
っ
て
く
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

小
倉
百
人
一
首
競
技
か
る
た
大
会 

十
一
月

25
日
、
恒
例
百
人
一
首
競

技
か
る
た
大
会
は
、
大
人

19
名
に
小

学
生
５
名
。
本
宿
小
で
の
「 

昔
遊
び
」

の
時
間
が
き
っ
か
け
で
百
人
一
首
を

始
め
た
子
が
い
ま
す
。
地
域
と
し
て

も
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。 

■
九
浦
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

十
一
月
５
日(

日) 

好
天
に
恵
ま
れ
、
今
年
も
多

く
の
方
が
来
館
し
ま
し
た
。
本
町
コ
ミ
セ
ン
の
元
気

市
と
も
重
な
り
、
買
い
物
を
済
ま
せ
食
べ
物
の
あ

る
本
町
へ移
動
す
る
方
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

■
学
校
見
学

十
二
月

15
日
、
八
王
子
市

立
み
な
み
野
小
・中
学
校
（小
中
一
貫
教
育
校
）

を
見
学
し
て
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
感
想
は
一
月

の
つ
ど
い
で
お
聞
き
く
だ
さ
い
。 

と
省
エ
ネ
小
型
の
新
品
を
設
置
。
十
二
月
３
日
、

和
室
の
エ
ア
コ
ン
が
壊
れ
全
電
源
が
落
ち
ま
し

た
。
和
室
は
電
気
ス
ト
ー
ブ
で
し
の
い
で
い
ま
し
た

が
、
十
二
月

26
日
新
し
い
エ
ア
コ
ン
に
付
け
替
え
。

風
防
室
の
ガ
ラ
ス
の
隙
間
も
処
置
さ
れ
ま
し
た
。 

と
い
う
わ
け
で
、
九
浦
の
家
は
、
三
月
４
日
か
ら

一
週
間
程
度
休
館
し
て
大
修
繕
に
入
り
ま
す
。

事
務
室
と
ロ
ビ
ー
の
天
井
、
壁
の
修
理
と
塗
り
替

え
、
児
童
室
の
壁
も
塗
り
替
え
で
す
。
女
子
ト
イ

レ
手
洗
い
改
善
も
行
い
ま
す
。 

▼
十
一
月
末
、
門
柱
の
大
理
石
天
板
が
外
れ
、

十
二
月

12
日
モ
ル
タ
ル
で
止
め
ま
し
た
。

▼
十
二
月

27
日
、
大
改
修
に
備
え
、
ロ
ビ
ー
給

水
機
、
各
室
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
、
女
子
ト
イ
レ
手
洗

い
の
蛇
口
な
ど
撤
去
。 

▼
十
二
月
７
日
新
し
い
門
前
の
電
柱
に
電
線
付

け
替
え
工
事
。
ミ
ラ
ー
や
標
識
も
移

し
替
え
ま
し
た
。 

▼
一
月
５
日
臨
時
運
営
委
員
会
を
開

き
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
自
己
点
検
評
価
。 

▼
九
浦
の
家
だ
よ
り
は
、
多
く
の
協
力

員
の
手
で
各
戸
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。 

写
真
右
は
、
必
要
な
時
の
助
け
舟
、M

IA

の
田
村
さ
ん 




